
■会長挨拶 知久武会長 

先日、京都観光で清水寺へ

いきました。外国人観光客が

多く日本人のほうが少ないの

に驚きました。又、着物を着

たカップルも多くレンタル着

物が流行っていました。夜の

食事ではお店の方と浜松の食の話をして地元浜松の自慢

話を披露して来ました。 浜松中央市場では昔は人が通れ

ないくらい混んでいましたが、今はお客さんが少ないです。

個人経営者が減り大手外食産業が増えたためでしょうか？

地元で食べたり飲んだりする事、地元の宣伝を行う事もﾛｰﾀ

ﾘｱﾝとしての仕事として取り組んでいきたいです。 

■幹事報告 鈴木孝尚幹事 

ﾛｰﾀﾘｰの友、ガバナー月信配布 

■委員会報告 

職業奉仕ＰＬ 長谷川隆是会員 

 10月 25日（日）浜岡原子力発電所の現地見学        

詳細はメールにて                        

浜松ＲＣ白井卓也様（中部電力浜松所長）よりご挨拶 

■米山奨学金授与 于春蘇さん 

9月 12日の一泊例会はとても

楽しかったです。翌日は海で釣り、

船も初体験でした。ありがとござ

いました。また、会員の野田さん

より「一期一会」「縁」の字が書か

れた葉書のプレゼントをいただき

ました。大切に致します。 

 

■スマイル 

八田峰夫会員：本日は私のつたない話を長時間に渡り

ご静聴いただきありがとうございました。医療の事でお

役に立てることがありましたらいつでもお知らせ下さい。 

原田道子会員：日本ニュービジネス協議会の全国大会

が 10月 21日東京で開催されます。理事を務めていて 15

枚購入済みであと 3枚位手元にありますのでほしい方は

ご連絡下さい。安倍総理も来るとか…、新しいビジネス

をやっている方 3000名程来るようです。 

 

■議事 

「開業医から見た地域医療の現状」 
卓話者：八田峰夫会員 

日本の医療費は約 40

兆円となり、医療費の削

減が大きな課題とされて

います。しかしながら

GDP 比で比較すると日

本の医療費が欧米諸国

より少ないことは、あま

り知られていません。医

療費の増加の原因は何と言っても高齢化と医学の進歩です

が、日本では医療の需要と供給の両面に問題があります。 

頭痛がよい例となります。頭痛の 90％以上は脳の病気以

外が原因で、その大部分は片頭痛と、筋収縮性頭痛という

肩こりなどによる後頭部を中心とした頭痛です。本当に危険

な頭痛は、くも膜下出血に代表される脳血管障害と、脳腫瘍

などごくわずかです。しかし日本では多くの人が頭痛を訴え

て大病院を受診し、CTやMRIなどの高額な精密検査を受け
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オークラアクトシティホテル浜松３Ｆチェルシーの間 
●司会：中野敬司 加藤ひとみ ●点鐘：知久武  
●ゲスト：米山記念奨学生 于春蘇さん 
●ビジター：浜松ＲＣ  白井卓也様                            
●議事：会場監督「開業医から見た地域医療の現状」 

〈 出席報告 〉 
会員数 ７６名 
出席数 ６３名 出席率 ８２．８９％ 
 
前々回出席率  ７５．６４％ 



ます。その結果、大部分の人は脳には異常なしと診断され

ますが、それで患者さんは安心し、医療機関の報酬（つまり

医療費）は増大します。 

風邪もよい例となります。風邪は風邪症候群といって、そ

の 90％はウイルス感染が原因です。風邪症候群を引き起こ

すウイルスは複数あり、特効薬はありません。風邪の大部

分は数日から長くても 10 日程度で自然に治癒しますから、

その間は対症療法（症状を緩和する薬のみ）で充分です。細

菌感染ではありませんから、抗生物質は無効であり副作用

や、コストの増大を招きます。風邪の症状に対して医療が必

要なのは、風邪のように見えて本当は風邪ではない病気の

時です。つまり他の重大な病気を見落とさないことが医者の

仕事です。特に高熱だけで他の症状がない場合は注意が必

要です。 

大事なことは必要かつ十分な医療サービスの享受、提供で

すが、そのためには消費者側にも、ある程度の一般的な知

識（いわゆる家庭の医学レベルの知識）が必要になります。

皆さんには医療機関をうまく利用する賢い消費者になってい

ただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 


